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互．緒 言

　アサガオ（Pharbitis　nil）は敏感な短日植物とされ，

日長反応や花芽形成に関する基礎的な研究の研究材料と

して，これ窪で，しばしば用いられてきた。（滝本1）1960

Marusige3）1963，　Maruskige4）1965a，　Marushige5＞1956b）．

　滝本によれば通常栽培条件下でアサガオの花芽形成な

いしは，開花がもたらされる限界臼長は約15時闘である

が，16時間以上の暗紅を一一度だけ与えても花芽を形成

し，また芽生でも敏感な反応を示すといわれる。

　ところで，著者らの研究室ではアサガオに関して，野

生型に近いもの，奇型などを含めて相当数の品種，系統

を保存しているが，これらの間には開花期の早晩につい

てかなりの差があり，播種後40日前後で開花する極早生

品種から，通常の栽培条件では開花をみない極端な晩生

品種まで幅広く存在する。

　イネでは品種や系統によって，感光性の程度に大きな

差がみられ，短日植物とはいいながら花芽形成が日長に

は関係なく，殆んど温度条件のみに支配されている系統

もある。一般にイネでは開花の早晩に関する品種または

系統の生態型と感光性，感温性それぞれの支配力との間

に密接な関係のあることが知られている。

　アサガオは上述のように、典型的な短日植物ではあるが

自然条件下での開花期についての品種または系統間差を

考えると日長反応に関しても種々の程度のものが存在す

るものと予想される。

　そこで本研究では，開花期や草性を異にするいくつか

の品種を選び，これらについて短日条件による開花の促

進を中心に日長反応を調べた。

　なお，本研究の遂行に当って圃場調査その他において

絶大な協力を願った野村徳男氏に厚く感謝する。また，

本研究は交部省科学研究費（総合研究）の援助を得て行

なわれたものであることを附記する。

H．材料および方法

　13品種を供試した。それぞれの品種の通常栽培条件下

における早晩性および草性は第1表のとおりである。

第1表　供試品種：の特性
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　なお，切花小輪綾性は切花小輪から自然突然変異とし

て，薬用白花蟻性は薬用白花から放射線による人為突然

変異としてそれぞれ得られたものである。この2っの屡

性型は何れも1つの，そして別個の遺伝子（劣性）によ

って支配されていることが確められている。

　本実験は1967年および1968年の両年に亘って行なわれ

1967年には短日処理のみ，1968年には短日と長Hの両方

を行なった。また，短日処理は両年とも生育温度が異な

る場合の反応をみるため高温期（7～8月）と低温期

（5月）の2期に分けて行なった。これらの処理の条件

ならびに調査方法は次のとおりである。

　（1）処理期および期間
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5．28より開花まで

7．18Av8．28　（42）

　（2）　　　　　短H処理は暗箱操作による8時聞日照

であった。処理は，双葉の展開が終り第1本葉がわずか

にのぞかれる時に始め，7N闇連続した。長日処理は発

芽後直ちに400Wの陽光ランプ1個，100Wのスポット

ランプ4個により，植物体上（処理当初）約2mの距離

から終夜照明（24時聞日照）を行なった。

　（3）個体教　1試験にっき内径21　cmの素焼鉢に3個

体宛栽植したもの2鉢，計6個体であった。また処理区

と同じ個体数の対照区（自然条件）を設けた。ただし薬

用由花爆性は完全不稔であり，常にヘテロ個体の子孫に

分離してくる形でしか得られない。したがってこの系統

については供試個体数が一定しなかった。

　なお，長H処理には設備の都合上，13品種全部を供試

できなかったので第3表に示されている9品種だけを対

象とした。

　（4）調査方法各個体の第1花が開いた掻付けをその

個体の開花日とし，6個体の平均値をその品種の開花日

とした。ただし高温期の長日処理区については，個体単

位の調査は行なわず，第1花の開花日をもってその品種・

の開花日とした。

亙亙亙．実験結果および考察

　1。短日処理に対する反応

　2ケ年の結果を年ごとに第2表ならびに第3表に示し

た。

　年次差　低温期処理すなわち5月播きについて，播種

より開花までH数をみると，対照区，短爲区ともに1968

年は1967年分くらべて多くの同数を要している。これを

平均値でみると，その差は対照区で1晦，短K区では9

Hある。このつれは対照区においては，各晶種とも平行

的であり，短日区についても多くの品種で平行的である

ところがら，理由は両年の気象条件（積算気温および積

算日照）の違いにあることは明らかである。一方高温期

処理については両年の間にそれほどの差は認められな

い。

　播種期による差　5月播きの対照区での開花期という

のは通常栽培条件のもとでのそれを示すが，気温の高い

8月または7月播きは，これにくらべて播種より開花ま

で臼数は著しく短縮される。この傾向は短臼区において

も同様に認められる。自然日長はそれぞれの播種臼にお

いて5月播きと8月播きが同じく14時聞，7月播きが14

第2表　短H処理に対する品種の反応（1967年）

1
口
p
口

（系 統）

種

切花小輪媛四
切　花　小　輪

薬用白花爆性
薬　用　白　花

北　京　天　壇
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木　立　赤　花

東　　の　　誉

スカーレット：オハラ

ア　　フ　　リ　山

詞　 温　 亥ζ月（5月）
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5
4
2
5
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7
7
9
9
8
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5
5
5
7
5
7
5
6
6
5
6
7
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4
1
4
9
4
7
9
7
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4
7
4
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5
4
6
5
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0
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［
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2
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1
1
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高　温　期（8月）

播種より開花
まで臼数

対照区
（A）

5
7
4
0
1
7
5
8
0
6
0
1
0

4
3
3
4
3
3
3
3
4
3
4
4
9

短日区

9
1
4
5
1
3
2
1
1
2
4
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3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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6
6
0
5
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3
7
9
4
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B／A　×　10e
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1
9
8
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1
5
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ー
エ
　

一
　

1
　

1
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1
1
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第3表　短日処理に対する品種の反応（1968年）
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5
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5
2
4
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5
4
5
5
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3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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1時閥ユ7分であるから，ほとんど変りないものとみなしう

る。この事実は，アサがオも他の値物と同様に花芽の分

化が温度条件によっても支配される，すなわち感温性を

ももっていることを示唆している。しかしながら，この

実験では苗令調査は行なわなかったから，その程度を正

確に示し得ない。

　一方，低温期処理と高温期処理との差を，処一理によって

四花の早まる度合，すなわち促進率によってみると，1967

年においては5月播きが平均12．40／。，8月播きが13．4

％と同率であったが，1968年では，同じく13．40／。およ

び17．6％で高温期がやや大となった。したがって本実験

の範囲内では，短日による開花促進の効率は，生育温度

によってはそれほど変化しないということができよう。

ただ，この実験では，短N条件は単に暗箱操作によって

作り出しているから，内部の気温上昇の効果が低温期と

高温期で異なるとすれば問題は残る。

　また，第1表ならびに第2表から，播種より開花まで

日数の品種聞差は，対照区，処理区ともに低温期の方が

．高温期より明瞭であることがわかる。すなわち，アフリ

カを除いてその他の品種では，播種より開花まで臼数が

5月播き対照区→同短N区8→月または7月播き対照区

・→同短日区と年次差を考慮に入れても30　H～40日に収徹

されてくることが認められる。いい替えれば，播種より

山花までrd数の晶種間差は，この順にしたがって次第に

短縮される傾向にある。感光性および感温性の理論にし

たがえば，高温短｝三｝条件において花芽分化が最も早ま

り，個々の品種における感光性および乱訴性の支配力の

如何を問わず，すべての品種が同じ口数になるはずであ

る。本実験結果からすれば，この日数は35日前後である

ことが推定される。ただ後述のようにアフリカのみは例

外であることが明らかになった。以上のように一一般には

アサガオの播種から開花までの最低所要田数は約35日と

考えられるが，Marushige4｝（1965　a）によれば，アサ

ガオを本実験の場合と同じ双葉展開縛から短ffl条件を与

えると，6H目は花芽形成が組織学的に明瞭になるとい

う。したがってアサガオにおいては，イネなどで考えら

れているような基本栄養生長はないものと思われる。

　晶種，系統聞の差　供試諸種のうち最も特異であった

ものはアフリカである。本実験で設定した短日条件に対

しては，全く反応を示さなかった。この系統は，口本の

アサガオの原種に近いものと考えられているものである

が，膚然条件下では5月播きでユ0月　pli旬にようやく開花

に達する。しかし当地（茨城県）では，寒冷のため種実

の発育を待たずに座死するのが普通である。ちなみに，

この系統を月を追って播種していくと，生育期闘の日長

が短かい10～ユ2月播種のものは，比較的少ない｝三i数と苗

令で，温室内において開花結実をみるが，3～4月播種

のものは結局10月までは開花しないことがわかった。し

たがってこの系統は，短日に対する感受性を全く失って

いるのではなく，他の品種にくらべて多くの積算暗期を

一3　一
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必要とするもののように思われる。

　その他の品種についてみると，一般に中生ないしは晩

生品種群が短口に敏感である傾向が認められた。また，

これらはさらに，高温期と低温期とで感受性を異にする

もの，両輪に同程度に反応するものに類別された。

　温度に関係ない品種としては，スカーレットオハラ，

天津および黄丸葉があり，温度により反応の異なるもの

に姫乙女および薬用白花があり，これらは何れも低温期

には鈍感であるが，高温期には敏感になる。この2品種

は対照区における高温による促進率が大であるところが

ら，暗反応が起るためにもある一定の温度条件を必要と

するものと考えられる。晩生品種のうち東の誉は低漏期

での短日効果が年によって著しく異なった。すなわち

1967年には促進率ゼロであったが，1968年においては開

花までH数で19臼，23％促進した。この理由は目下のと

ころ説明困難である。

　早生品種（切花小輪爆性，切花小輪，薬用白花爆性，

木立赤花および北京天壇）の短日に対する反応は薬用白

花簸性を除くと，中程度であり，：大部分のものは低温，

高温の両懸に同程度の感応を示した。アサガオの最低聡

花までH数が前述のように約35日であるとするならば一一

般的には早生晶種ほど短Hによる開花期の促進が小とな

るのは当然である。薬用白花爆性はその極限を示す品唖

の一つと考えられる。すなわち低温期には，なお，4～・

15％の促進率を示すが，高温期では対照区において開花：

までH数が32　Hないし3娼となり，短目による促進率は

ぜPかマイナスの反応を示す。

　なお，この薬用白花繧性はつる性のものから1遺伝子一

の劣性方向えの変異によって草生が10～15cmと極繧性．

に変化したと同時に，開花期についても極晩生から極早・

生に変じた系統である（島津ら19672））。一方，切花小輸

繧性も1遺伝子の劣性変異によって正常型から生じたも

のであるが，この場合は原品種より晩生化している。こ

れは遺伝的形質としての草丈の短縮が，必ずしも早生化、

を伴なわない例として興味深い。

　2。長日処理に対する反応

　長日処理の結果は第4表のとおりである。ただし薬吊

白花照性は，低温期処理で材料が得られなかった。よっ

第4表　長日処理に対する晶種の反応

品

（系 統）

種

切花小輪矯性

薬用白花倭性

薬　用　白　花

北　京　天　壇

姫　　乙　　女

木　立　赤　花

束　　の　　誉

スカ・・一一一レヅトオハラ

ア　フ　リ　カ

低　温　期（5月）

季番種よ　り開ぞ宅

まで日数
対照区
（A）

64

55

85

62

80

65

81

85

137

急転区

88

90

92

88

88

92

92

137

遅延濤数
　（B）

24

　
b
O
8
3
1
7
0

　
6
δ
　

9
臼
－

　遅延率
（B／B　×　100）

38

6
8
0
5
4
8
0

　
4
「
⊥
3
1
義

高温期（7月）
播種より開花
までH数

対照区
es）

43

32＊

47

35

45

41

49

51

84

短臼区

86

33＊

85

86

84

86

85

86

87

遅延日数
　（B）

3
i
8
1
9
5
6
5
3

4
　

3
5
3
4
3
3

遅延率
B／A　×　100

100

　3

81

146

87

110

73

69

　4

＊：　8月5日手番零璽

て高濾期での実験には，とくに大量の種子を播種し分離

してきた倭性系統を集めて供試した。このため，この系

統の高温期処理の播種期は8月5Nとなった。

　第4表によれば，アフリカを除くと，播種期の如何を

問わず24時閥照明によって開花は著るしく遅延または抑

制されることがわかる。低温期での開花期遅延の程度は

品種により区々であったが，アフリカを除く他の品種は

播種より88～92凹で開花に達した。一方，高温期におい

ては，43日閥長田を継続した段階において，薬用白花を

除き他はすべて肉眼的に発蕾を確認できなかった。よっ

て，そこで処理を停止し以後は磨然条件下に移した。し

たがって第4表のうち7月播き長臼区の開花まで日数の・

内容は5月播きの場合とは異なる。

　次に品種間差を播種より開花まで日数によってみると

長日処理によって短日処理の場合とは逆方向の鋭敏が起、

ることが認められる。低温期の場合についていえば，対『

照区での品種間差は最大23臼あるが，長N区では，対照、

区にくらべて平均開花窪でiLi数において15　Hも多いにも．
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かかわらず，品種聞差は最大4日に過ぎない。

　高温期での長日処理は前述のように42日で打切り，以

後は自然条件におかれたが，低温期と同様，薬用白花湿

性およびアフリカを除くと，開花まで日数は84日～86日

に回飲する．

　低温期での長日条件は開花に達するまで連続して行な

：われたのであるから，若し実験の過程で何等の誤りもな

かったとすれば，アサガオは全く暗期を経なくても，あ

る一定の生育日数あるいは生育：量に達すれば，花芽を形

成し開花に到るということになろう。したがって高温期

において，かりに長日を継続したとしても，42日以後，

欄もない時期に花芽形成が起り本実験の結果と余り異な

らない開花までN数で開花に達したと想像される。

　アフリカは長日条件に対してもほとんど反応を示さ

ず，依然として特異な存在であった。また，薬用白花繧

性は，高温期でのみ供試されたが，長日による開花遅延

億わずか1日であって，感受性は全くないとみなしう

る。短目処理の結果と併せ考えると，この系統は矯性化

に伴ない日長に対する感受性をすべて失ったものと思わ

．れる。

豆V．摘 要

　開花期および草性の異なるアサガオ13品種について短

揖条件がその開花期におよぼす影響について調べた。ま

た，これらのうち9品種については，さらに長日条件に

対する反応も調べた。

　短日による開花の促進は品種間にかなりの差異があ

り，概して晩生品種群が大であった。短日効果を対照区

（自然日長）に対する開花期の促低率でみると，平均値

では生育時の気温には影響されないが，品種によっては

低温期（5月播き）と高温期（8月または7月播き）と

で，感受性が異なった。高温短日条件での播種より開花

まで日数は1系統（アフリカ）を除き，各品種とも35日

前後に収敏した。この日数はアサガオが開花に至る最低

所要日数と考えられる。

　24時間照明の長Hを続けるとほとんどの品種で著しい

開花の遅延が起るが，品種間差は縮小し，短ffの場合と

は逆方向での収敷が認められる。長日処理の結果に基づ

けば，アサガオは全く暗期を経なくても，一定の生育口

数または生育蚤に達すると花芽を形成し開花に到るもの

と思われる。

　日本のアサガオの原型と考えられている1系統（アフ

リカ）は本実験で設定された処理条件に対しては短H，

長Nともに何等の反応も示さず，光週性に関して極めて

特異な系統であることが明らかとなった。また，放射線

による突然変異として得られた極早生繧性系統（薬用白

花爆性）は罎性化と同時に日長に対する感受性を失なっ

ていることが判明した。
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Sammary

　　Thirteen　varieties　or　strains　of　Japanese　morning　glory　（Farbitis　nil）　which　were

・different　in　the　flowering　time　at　natural　condition　and　in　morphological　characters　includ－

ing　dwarf　type，　were　tested　for　responses　to　the　short　day　condition　（8　hr　light　period）．

Further，　9　varieties　of　those　were　tested　for　responses　to　the　long　day　condition　（24

hr　light　period）．　Experiments　were　taken　p！ace　at　both　low　temperature　（sowing　at

May　15）　and　high　temperature　（sowing　at　August　5　or　July　15）　seasons．　and　repeated

successive　two　years　for　short　day　treatment．

　　The　result　obtained　were　summarized　as　fo11ows．

　　Late　flowering　varieties　were　generally　more　sensitive　to　the　short　day　than　early

flowering　ones．　The　mean　per　cent　of　reduction　of　flowering　time　by　the　short　day

treatment　did　not　changed　by　seasons，　there　were　soine　varietal　difference　in　which
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season　is　more　sensitive　for　each　variety．The　days　frorn　sowing　to　flowering　of　these

treated　by　short　day　condition　in　high　temperature　season　were　contracted　to　35　days

which　was　presumed　to　be　the　minimum　period　to　flowering　in　Japanese　morning　glory，

　　　　In　the　long　day　treatment　of　low　temperture　season，　the　flowering　time　were　88一一

92　days　after　sowing　iR　rnost　varieties．　This　suggest　that　Japanese　morning　glory　will’

able　to　initiate　flower　primordium　and　reach　to　flowering　without　any　dark　period　when・，

plants　grow　to　some　quantitative　and　qualitative　levels．

　　　As　to　long　day　treatreent　of　high　tempeyature　season，　after　42　days　of　continuous±

light　perird，　materials　were　transfered　to　natural　condition，　because　in　that　time　there

was　no　variety　with　any　sign　of　flower　bud　by　eye　observation　except　one　strain（dwarf’

type　of　YAKUYO－SHIReBANA），　and　those　came　to　flowering　at　88－86　days　aftersowing．

　　　It　was　found　that　two　varieties　are　distinguishable　from　others　on　the　photoperiodic’

responses．　A　strain　named　AFURIKA　which　is　assumed　to　be　near　origi　n　of　Jap．　moring

glory　seerr｝ed　to　be　very　insensible　to　phtoperiodism．　This　strain　did　not　show　any’

responses　to　the　present　experlfnental　conditions，　and　came　to　flowering　at　middle　or’

late　of　October　in　all　cases．　One　of　the　earliest　flowering　and　dwarf　strain　derived．

from　normal　type　as　a　mutation　by　meanes　of　irradiation　（dwarf　type　of　YAKUYO－

SMROBANA）　did　not　aRy　delay　of　flowering　time　under　long　day　condition．　The　fact［

may　suggest　that　this　strain　have　come　to　lost　the　photoperiodic　sensitivity　with

occurrence　of　dwarf　character．

一　6　一一一


